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指定管理者の管理運営に対する評価シート 

所管課 
環境局グリーン成長推進部環境イノベーシ

ョン支援課

評価対象期間 令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日

１ 指定概要 

施設概要 

名  称 北九州市エコタウンセンター
施設類型 

目的・機

能 

I ― ⑤ 

所 在 地 若松区向洋町１０番地２０

設置目的

北九州エコタウン事業の紹介や展示、市内環境関連産業の紹介等

を行うほか、環境に関する学習及び交流の場を提供するなど、北

九州エコタウン事業を総合的に支援するための中核施設として設

置。

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理者 

名  称 一般社団法人北九州エコタウンネットワーク

所 在 地 若松区向洋町１０番地２０ 

指定管理業務の内容

・施設見学等に関する企画・立案、見学者対応、連絡調整等 

・施設展示、施設利用者に対する支援、施設の利用促進に関する

業務 

・市の環境産業施策に関するＰＲ，情報提供等 

・施設の維持管理に関する業務（清掃、警備等） 

・その他、統計作成、苦情対応 

指定期間
平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

（令和７年３月３１日まで延長予定）

所見評価 

様式２ 
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２ 評価結果 

評価項目及び評価のポイント

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み 

（１）施設の設置目的の達成

①  計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。また、施設

を最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られているか（目標を達成で

きたか）。

②  利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や利便性を高める

ための取り組みがなされ、その効果があったか。

③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られ、その効果

が得られているか。

③  施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果があった

か。

［所 見］ 

①  目標の達成 

令和4年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、工場見学の受入人数の

制限を設けたことなどから、指定管理者が定めた見学者目標には届かなかったが、

市が求める要求水準「年間見学者数80,000人」は達成した。また、令和2年度か

ら継続している「リモート工場見学」を今年度も活用し、見学メニューの充実を図

ることで、来館者獲得の努力を行った。また、海外の見学者にはエコタウン事業及

び次世代エネルギーパークの概要説明等をリモート対応で実施した。 

【視察者数】市が指定管理者に求める最低限度の要求水準：年間80,000人以上

指定管理者が 

定めた目標 
実績 差引 

令和4年度 100,400人 81,650人 △18,750人 

令和3年度 100,300人 40,032人 △60,268人 

令和2年度 100,200人 20,724人 △79,476人 

※     ・・・評価対象年度（以下、同じ）

②  利用促進を図るための取組み 

◆「リモート工場見学（出張エコタウンライブ）」の実施 

「リモート工場見学」は、スタッフが学校に出向き環境学習を行うとともに、

教室とリサイクル工場をオンラインで結び見学を行うものである。「工程ごとに動

画で詳しく見られてよかった」、「リモートといいながらスタッフが実際に来校して

説明してもらえたのがよかった」「工場の方へ直接質問が出来てよかった」と学校

から大好評であった。「リモート工場見学」は、コロナ禍でも見学可能となるよう、

指定管理者が機材調達、見学先企業との調整などを行い、自ら立ち上げたものであ

り、利用促進を図る取り組みとして高く評価できる。 
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【リモート工場見学の実施状況】 

小学校 中学校 大学 その他 合計 

リモート工場見学 2件 0件 1件 2件 
17件 495人 

概要説明のみ 3件 1件 5件 3件 

◆北九州市教育委員会が行う「SDGs環境アクティブ･ラーニング」の受入れ 

教育委員会が実施している「SDGs環境アクティブ･ラーニング」に協力し、優先的・

計画的に見学受入を行った。概要説明の際に、響灘地区に集積する「資源循環」「低炭

素」「自然共生」の3要素のひとつである響灘ビオトープも同時に紹介し、総合的な学

習を実施した。3R活動や資源循環型社会の取り組みの学習および工場見学をすること

で、児童がそれぞれ課題を見つけ出し、解決に取り組む「市民環境力」を身に付けさせ

る良い見学になったと、好評を得ている。 

【SDGs環境アクティブ･ラーニング 受入れ状況】

学校数 人数 

36校 2,791人 

◆SDGs学習メニューの実施 

エコタウンセンターオリジナルの「SDGsカードゲーム」や「ワークシート」を活用

し、SDGsの理解を深め、みんなで考えて行動するきっかけづくりになる学習を新たに

企画し実施した。リサイクルやエネルギーについて学習や工場見学を行った後に実施

するため、児童が見学で感じたことや得た知識で課題解決を行うグループ学習ができ

たと好評を得ている。 

参加校数 人数 

2校 169人 

◆夏休み体験学習の実施 

小中学生を対象に、「パソコン分解体験」や普段は見学できないリサイクルの現場を

間近で体験できる「バックヤードツアー」など、エコタウン企業・次世代エネルギー

パーク企業の取組みに触れる魅力ある体験型オリジナルツアーを企業と連携し企画し

たほか、今年度は「都市鉱山リサイクル」や普段小学生の見学を受け入れていない「バ

イオマス・石炭混焼火力発電所」などを新たに加えるなど、夏休みの自由研究等に役

立つ内容を盛り込み、多様性に富んだ体験・体感型学習メニューを設定している。 

◆エコバスツアーの実施 

エコタウンや次世代エネルギーパークの取組みをPRする市民向け「若松の環境と食

をめぐるエコバスツアー」を実施した。リサイクル工場等の見学に加え、地域と連携

しPRや活性化を目的とした内容を盛り込み、参加者に若松の魅力を十分に感じてもる

ツアーを実施し、好評を得ている。 

※参加人数 合計26人
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◆環境ワークショップの実施 

エコタウン企業に関連する廃棄物等を利用したワークショップを企画し、毎月 1 回

のペースで実施した。ワークショップとあわせて 3R やリサイクル工場等の紹介を行

い、身近なもので環境を学びながら素敵な作品ができると好評を得ている。 

※参加人数 合計204人 

※内容は、古着でハギレアート、紙パックでていたんカーづくり、ペットボトルキャ

ップで麦わら帽子マグネットづくり、ペットボトルで風車づくり、など。 

◆海外視察者の受け入れ 

 新型コロナウイルス感染症の影響で令和 2 年度以降大幅に視察者が減少していた

が、令和 4 年度は徐々に回復傾向にある。また、オンラインでの概要説明についても

引き続き対応できる体制を整えている。 

【海外視察者数の推移】                         

（単位：人） 

海外 

視察者数 韓国 中国 その他 

令和4年度 1,005 209 79 717

令和3年度 60 0 0 60

令和2年度 0 0 0 0

④ 効果的な営業･広報活動への取組み 

◆出張エコタウンセンターでＰＲ 

市内外の環境イベント（エコライフステージ、エコテクノ）や北九州市の公共施設、

企業が主催する市民向け環境イベント等に出張エコタウンセンターとして出展参加

し、ワークショップの実施やエコタウン及び次世代エネルギーパークのパネル出展・

紹介等のＰＲを実施した。 

◆エコタウン企業のＰＲ 

スタッフ自ら、エコタウン企業のリサイクル製品（リサイクルユニフォーム、リサ

イクル金バッチ等）を身に着け、資源循環型社会の紹介と企業ＰＲを行っており、好

評を得ている。

◆ＳＮＳやホームページの活用 

ツイッターを活用し、イベントの周知や「北九州市のごみの出し方」、「分別方法」

についての問い合わせの回答等の情報発信をタイムリーに行った。また、エコタウン

センターホームページは、市民の方が環境関連の情報が得られるよう使いやすいもの

になるよう改良に努めた。 
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◆広報媒体の活用 

イベント情報は、「市政だより」も積極的に活用し、インターネット環境を持たない

市民への情報発信にも努めている。また、北九州市の環境情報誌「ていたんプレス」

の閲覧ができる「ていたんプレス閲覧コーナー」は随時更新を行い、北九州市が発信

する市民に身近で有効な環境情報の提供を行った。「ていたんプレス」の発行を知らな

い市民や他都市の市民からも分かりやすいと好評を得ている。 

以上のように、市の機関と積極的に連携して社会科見学や修学旅行の受入れ拡大を

図るとともに、夏休みオリジナル企画など自主イベントの実施や積極的なＰＲ活動を

行い、利用促進に向けた継続的な取り組みができている。 

（２）利用者の満足度 

① 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言えるか。

② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。

③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。

④ 利用者への情報提供が十分になされたか。

⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、その効果

があったか。

 ［所 見］ 

① 利用者アンケート 

利用者のニーズに応じた学習、見学内容及びサービスの向上を追求していくため、

「見学者アンケート」を342名に対してアンケートを実施した。 

「（２）館内の展示物について（見やすさ）や（理解のしやすさ）」では、「非常に良い」、

「良い」との回答がエコタウン事業見学者が96％、次世代エネルギー見学者93％、 

「（３）見学案内について（理解度）」では、「良く理解できた」、「理解できた」との回

答がエコタウン事業見学者が100％、次世代エネルギー見学者100％ 

「（４）再度利用したいと思うか」では、「是非」、「機会があれば」とのエコタウン事業

見学者が100％、次世代エネルギー見学者99％ 

以上のように、見学者のほとんどが満足を得ている。 

② 利用者意見の把握･反映 

利用者のニーズを把握し、継続的に施設運営に反映させている。また「利用者から

の要望、改善事項、市への提案事項」については、施設運営計画における利用者の声

として「リスト化」し、所内で情報共有を図れる体制を構築している。 
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③ 苦情に対する対応 

  館内に意見ボックスを設置し、いただいた意見等は朝礼時や所内会議において全

スタッフに周知し、意見の共有を図り、施設の改善や説明内容に反映させている。

結果として、苦情発生件数は引き続き0件であった。 

【苦情発生件数の推移】

令和4年度 令和3年度 令和2年度 

苦情件数 0件 0件 0件 

④ 利用者への情報提供 

エコタウンセンターホームページにて、エコタウン企業等の最新ニュースやエコ

タウンセンターのイベント情報を提供し、利用者へのサービス向上にも努めている。

⑤ サービスの質を維持･向上するための取組み 

受付窓口に「エコ・コンシェルジュ」としてスタッフを配置し、来館者が安心でき

る「おもてなし」を持った接客を行い、きめ細かいサービスの提供を行っている。 

 利用者からは「館内を案内してもらえて自由に見学するよりもよかった」と好評を

得ている。 

  以上のように、エコタウン見学者のほとんどが満足を得ており、利用者の意見の把

握・反映に努め、見学者に対するサービスの維持・向上が図られている。

２ 効率性の向上等に関する取組み 

（１）経費の低減等

①  施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための十分な

取り組みがなされ、その効果があったか。

② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理者から再委託が行われ

た場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよう工夫がなされたか。

②  経費の効果的・効率的な執行がなされたか。

［所 見］ 

① 経費の効率的な低減 

展示物や修繕資材の内製化、節電や資料のペーパーレス化等の経費低減に取り組

んでいる。

② 再委託の経費が最小限となる工夫 

  委託先の選定に当たっては、実績のある事業者数社から見積を徴収している。そ

の上で、会社規模や業務内容、信頼性等を考慮し、見積金額も安価である事業者を

選定して管理コストの削減に努めている。 
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③ 経費の効果的・効率的な執行 

  軽微な日常清掃や除草・植栽維持管理作業は指定管理者自ら行っており、庭の水

やりは天候を考慮して行い水道代を節約するなど、経費の効率的な執行に取り組ん

でいる。 

【指定管理料（決算）の比較】                     （単位：千円） 

年度 令和4年度 令和3年度 

① 指定管理料 62,130 62,130 

エコタウンセンター管理運営等 58,056 58,056 

次世代エネルギーパーク視察対応等 4,074 4,074 

② 指定管理料（軽微な補修費） 800 800 

合計（①＋②） 62,930 62,930 

（２）収入の増加

①  収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効果があったか。

［所 見］ 

① 収入増加に対する取組み 

主な収入は、周辺企業による会議室利用と、市外からの見学の際の資料代である。

このため、会議室の利用増加に向け、営業活動を行っている。また、市外からの見学

者に対しては、利用者の要望に沿ったオーダーメイド型の見学対応を行っており、安

定的な収入につながっている。 

【使用料等の収入実績】                        （単位：千円）

年度 使用料 雑入(資料代等) 

令和4年度 2,081 745 

令和3年度 1,921 721 

令和2年度 1,381 693 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み 

（１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であったか。

② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理コストの水準、研修内

容など）。

③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。

［所 見］ 

① 合理的な人員の配置 

管理責任者として実務経験豊富な「センター長」を配置し、緊密な連携体制がとれ

るようにしている。また、見学者対応についても、見学者の人数、構成（年長者や障

碍者等）や見学場所に応じ、安全面を考慮してスタッフを複数配置するなど、合理的

な配置を行っている。

② 職員の資質・能力の向上 

◆新人研修・視察研修の実施 
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スタッフの知識レベルに応じて、段階的な視察研修を繁忙期や閑散期等を考慮し

た年間スケジュールの中で効率的に実施し、案内レベルの平準化を図った。新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のため、環境関連企業等へ見学できなかったが、環境分野

のＷＥＢセミナー等に積極的に参加し、専門性を高めている。

◆エコタウン企業、エネルギー施設研修の実施 

見学者へ正確かつ最新の情報を発信するため、企業の工場担当者から工程ライン

の仕組みや事業の現況等について、直接レクチャーを受け専門性の高い知識の習得

に努めた。

◆環境政策についての意見交換会の実施 

市と意見交換等の交流を図り、環境政策やエコタウン企業・次世代エネルギー企業

の動向についての適切な情報収集に努め、資質向上を図った。 

③ 地域や関連団体等との連携・協働

エコタウン企業同士の交流や相互連携の促進を目的として設立した「北九州エコ

タウン・ネットワークサロン」の事務局を務めるとともに、エコタウンセンター、響

灘ビオトープ、環境ミュージアムの 3 施設で、環境施策に係る情報交換やイベント

開催等を行っている。 

本市やエコタウン企業、地域・関連団体等との連携も密であり、積極的に協働する

関係が築かれている。 

（２）平等利用、安全対策、危機管理体制など

① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されているか。

② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮されていた

か。

③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われていたか。

④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はないか。

⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。

⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。

⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。

［所 見］ 

① 個人情報を保護するための対策 

  市の個人情報保護条例等関係法令を遵守し、利用目的の限定等の事項に留意して

個人情報を厳格に管理している。 

  パソコンに保存されている個人情報については、パスワードを設定し管理し、保

存期間経過後の紙書類はシュレッダー処理している。 

② 平等利用に関する配慮 

障碍者や高齢者等の工場見学時には、必要に応じて１階から見学できるコースを

提案したり、１コースに２名以上のスタッフで対応したりするなどの配慮を行って

いる。また、聴覚が不自由な方への配慮を示す「耳マーク」を設置し、筆談用のメモ
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用紙を備えている。 

③ 安全対策 

建物、展示品等に破損がないか定期的に日常点検を実施している。開館時間には、

敷地内を定期的に巡回し、不審者や不審物について監視している。 

④ 危機管理体制 

  「危機管理マニュアル」を制定し、事故発生時や非常災害時の来館者の安全確保･避

難誘導等について規定している。事故や災害などの緊急事態に備え、防災訓練を実施

している。

【総合評価】

［所 見］ 

・視察の受入人数制限が続く中ではあったが、「リモート工場見学」の活用など、見学メ

ニューの充実を図ることで、市が求める要求水準「年間見学者数80,000人」を達成す

ることができた。

・指定管理者が新たに立ち上げた「リモート工場見学」では、国内だけではなく、海外の

見学希望者に対しても概要説明や質疑応答をリモート対応できる体制を構築したほ

か、今年度からは SDGs 学習メニューなど新たな取り組みも積極的に行っており、見

学者から好評を得られていることは高く評価できる。日頃からエコタウン企業との信

頼・協力関係の構築を図っているため、これらの取組みについても、立ち上げがスムー

ズにいき、可能となった事業である。

・センター職員は、エコタウン企業等との情報交換や環境関連の研修等を行い、正確で新

しい情報がタイムリーに出せるように、日々、説明資料の更新や勉強を重ねている。ま

た、ＳＮＳによる情報発信や地道なＰＲ活動にも努めている。

・アンケートは、ほとんどの見学者から満足が得られている。地域や関連団体等との連

携・協力についても積極的である。

・経費削減や管理体制の整備等についても適切に行われている。

以上のように、エコタウンセンターでは、常にサービスの質の向上を目指した努力･

工夫が重ねられており、かつ効果的･効率的な管理運営が行われている。

［今後の対応］

・見学者からは高い評価を得ており、良好なサービスが提供されている。引き続き、サー

ビスの質の向上を目指した努力・工夫を重ね、効果的・効率的な管理運営を進めて

いただきたい。


